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№ 寺院名 合併寺院 合併時期 備 考
















8 慈濟院 福寿院 明治５年 月
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5 9 7 18 1 0
塔頭拾八箇所新境内 7 7 7 8 6 2
亀山帝御火葬場 0 2 2 15 0 0
墓地七箇所 0 1 0 28 8 2
弁天社 0 0 0 29 0 0
清明社 0 0 2 2 5 0
大橋社 0 0 4 2 5 0
八幡宮 0 3 4 9 1 0
筏改所 0 2 7 7 2 0




0 3 8 4 6 8
洗心亭 0 1 7 29 0 8
人家地 2 7 5 18 7 0
畑地 2 0 4 5 8 8
孟宗畑地 1 5 4 16 0 0
薮地 8 6 6 6 3 2
不毛地 0 2 5 28 2 4
山 0 1 0 0 0 0
官山 9 5 9 7 2 0
本表は、京都府立総合資料館所蔵「葛野郡下嵯峨村天龍寺境内再検査結果伺」京都府庁文書
明7-21-6添付図面より作成した。
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伝存していないことから、第１次上地令に基づく境内外区別が行われた明治
４・５年頃の境内地を復原し得る資料を欠いている。しかし、第2次上地令に
伴う境内地の再検査に関する「伺付図」が存在するため、当時の境内地の土地
利用状況を明らかにすることができる。以下では、「伺付図」を用いて明治初
年の天龍寺境内地の状況をみていく（図３）。
「伺付図」の上段右隅には、「山城国葛野郡天龍寺新旧境内区別実測千二百
分之一縮図」と図題が記されている。図題にある通り作成の目的が新旧境内の
区別であるだけに、境内地内部の構成から各所の面積（坪数）、土地利用、建
物の位置とその名称・機能（方丈・開山堂・小屋・門など）に至るまで、記載
は細部にわたっている。なかでも、土地利用に関しては寺院敷地を始め、人家
地・畑地・道路・藪地・林地・水・山・不毛地がそれぞれに着色され、図中の
凡例と対応させることで境内地の土地利用が把握できるように仕立てられてい
る。このような図の記載内容からも、第２次上地令のもとで境内外区別を行う
際に、境内地の現況が重視された点を窺い知ることができる。
「伺付図」は、図の上部に大堰川を描いていることから、南を上方に描いた
図であることが分かる。従って、図の下方が北であり、右が西、左が東となる。
「伺付図」に描かれている範囲は、東西が瀬戸川東岸の人家地から天龍寺西側
の亀山まで、南北が大堰川の中洲から小倉池畔の「辨天」（現、御髪神社）で
ある。「伺付図」の中央には天龍寺の諸堂と塔頭群が描かれ、その西側に亀山、
東側に長辻通と以東の地区が描かれている。天龍寺境内地が、天龍寺の本体と
塔頭群からなる寺院空間を中心に、付属する亀山や門前集落などによって構成
されていたことを「伺付図」は示している。なお、亀山は第１次上地令の段階
で嵐山や宝嶺山と同じく上地されている。これは、反別記載の旧境内上地分の
山が「一反歩」としか記されず、「九町五反九畝七歩弐厘 官山」とあることか
らも分かる。なお、臨川寺・蔵光庵・寿寧院・大橋明神の周囲と三軒屋の北側
に広がる藪地や林には、「府限」と記されている。府は京都府を指し、「限」の
字には範囲を定めるという意味があることから、「府限」と記された区画は、
既に上地されて京都府の土地（府有地）となった旧境内地と推定される。
「伺付図」の左側に描かれた長辻通と以東の地区のうち、長辻通や造路に沿
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って広がる人家地は、門前集落を形成した立石町と造路町である。「取調帳」
によると、これらの人家地は明治８年１月の段階で小林弥七ほか42名へ下げ渡
されている。このことから、「伺付図」の反別記載に人家地の数値は記されて
いるものの、再検査の対象には含まれていないと判断される。なお、近世の天
龍寺門前には、立石町と造路町の他に、立石町の北側に毘沙門町、造路町の東
側に龍門橋を挟んで法界門町が続いていた。長辻通沿いの毘沙門町と立石町、
造路沿いの造路町と法界門町が天龍寺の門前集落であり、これらの町は天龍寺
惣門前を屈曲点にしてアルファベットのＬ字型に展開していた。しかしながら、
毘沙門町と法界門町は「付図」に描かれていない。この点については、近世段
階における天龍寺門前の状態や集落の形成過程などを復原することによって解
明できると考えるが、紙数の都合により別稿に譲る。
寿寧院の瀬戸川を挟んだ東側に記された1200坪を超す人家地は、嵯峨角倉家
の屋敷地とみられる。嵯峨角倉家は、中世よりこの地で土倉業などを営み、角
倉了以による保津峡開鑿以後は大堰川舟運の支配を徳川公儀から任されていた
(35)
。
また、筏流しで大堰川を下る薪炭への運上の徴収も安永４（1775）年から嵯峨
角倉家が担当していた。この運上所は、明治元年に大堰川の管理が京都府へ移
管されたのを機に、筏改所と改名されている
(36)
。「伺付図」では、三秀院西側に
筏改所を確認できる。
図の中央に描かれた天龍寺本体と塔頭群については詳述しないが、注目した
いのが洗心亭の北半部や養清軒西側の土地が畑として開墾されている点である。
これらの開墾畑は、瀬戸川東岸においても確認できるが、なかには「妙智院旧
跡」・「寿寧院旧跡」と記された畑も見られる（図３-Ａ・Ｂ）。これは、元は塔
頭の敷地であった土地が、開墾されて畑地化したものと推察される。元は塔頭
敷地であった土地も、宗教とは関係の無い土地利用を行っている場所は、「祭
典法要ニ必需ノ場所」とはみなされず、第２次上地令に基づいて上地された。
以上、「伺付図」をもとに明治期初頭の天龍寺境内地について述べてきた。
しかし、境内地再検査の直後には三秀院と養清軒が合併し、その翌年には真乗
院・松岩院・南芳院の合併、妙智院と華蔵院の合併と塔頭の統廃合が相次いだ。
これに伴い、塔頭の移転や敷地の本寺境内への編入が行われたことは前記の通
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りであるが、もともと建物の焼失していた塔頭が建物の残る塔頭と一緒になり、
寺号を改めたため、景観が変化するまでには至らなかったと推定される。
再検査に伴い、境外と判断された土地は上地となり、旧境内地として天龍寺
の新境内とは切り離され、政府に収公された。その後、上地された旧境内地は
公有地を残して一般に払い下げとなり、天龍寺の旧境内地でも再検査後から新
たに上地となった土地の払い下げが行われている。天龍寺境内地の処分結果は
「取調帳」にまとめられ、明治18（1885）年に京都府から内務省へ提出されて
いる。これを見ると、天龍寺旧境内地の面積は約36町であり、このうち現境内
として約10町５反が天龍寺に存置され、残る25町余り（旧境内地の約７割）が
上地となった。収公された旧境内地のうち、亀山などは国有地となったが、そ
れ以外は払い下げとなり譲渡・売却され民有地となった。民有地となった箇所
を現行の都市計画地図上で確認すると、その大半が現在は観光客を対象とした
旅館、飲食店、土産物を商う物販店の広がる一帯と重なることに気付く（図
図４.天龍寺旧境内地の範囲
2002(平成14)年３月測図2500分の１京都市都市計画基本図「大覚寺」を縮小して作成。「葛
野郡下嵯峨村天龍寺境内再検査結果伺」をもとに、天龍寺旧境内地の範囲を破線で示した。
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４）。このことから、民有となった旧境内地がその後に開発されたことによっ
て、現在の天龍寺界隈で見られる観光地の景観を形成するに至ったと考えられ
る。
Ⅳ.おわりに
本稿では、近代初頭における寺社境内地の景観的変容を考察する出発点とし
て、境内地処分に注目し、行政的施策の展開を確認すると共に、処分過程で作
成された地図資料群の検討を行ってきた。得られた知見は、以下の通りである。
二度の上地令と関係法令に伴い、寺院・神社の境内地は境内主域にほぼ限定
され、境内地内の宅地・耕作地・山林など宗教上の必要性が認められない土地
利用を行っている場所は上地となった。これに伴い、境内地の面積は大幅に縮
減され、収公された土地は一般に払い下げられ、寺社の支配から離れた。
境内地処分の過程では、調査や処分結果などを表した地図が作成された。
『京都府庁史料』に残る境内地処分関係資料のうち、葛野郡の「区別図」を検
討したところ、「区別図」の中に「区別図面」の関係図が含まれていることが
判明した。これにより、葛野郡の「区別図」の作成年代の下限は、明治15年か
ら同18年に引き下げられた。
天龍寺では「区別図」のみ現存する状況であったが、境内地処分関係の簿冊
を調査したところ第２次上地令に伴う再検査の書類の中に境内地を描いた実測
図面を発見することができた。この図面に描かれた明治期初頭の天龍寺境内地
は、堂舎や塔頭の建ち並ぶ境内主域を中心として、天龍寺門前の集落や耕作地、
亀山などが付属していた。この境内付属地と、建物が存在せず再建の見込みの
無い塔頭敷地とが第２次上地令では上地され、官有地あるいは民有地となった。
これらの旧境内地の大半は、現在、天龍寺界隈や嵐山の景勝を訪ねる観光客を
対象とする旅館・飲食店・土産物店が軒を連ねる場所であるが、明治期初頭の
段階ではこれらの施設はほとんど見られず、境内地処分後に開発され、現在の
観光地へとつながる景観を形成したものとみられる。
以上の通り、境内地処分の過程を確認し、その中で作成された地図資料の分
析とこれを用いて天龍寺の境内地を復原してきた。そのなかで、『京都府庁史
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料』の「区別図」の作成年代に関して新たな知見が得られると共に、現在は観
光地化している天龍寺界隈が天龍寺の境内地であった頃の状況を復原すること
ができた。しかし、本稿で検討したのは境内地の再検査が行われた一時期に過
ぎず、近世から近代へと移行するなかで生じた天龍寺境内地の景観変化や、境
内地処分の地図資料に表されない事象に関しては、検討することができず課題
を残した。また、上地された天龍寺旧境内地の大部分が現在では観光地の景観
を呈しており、これらの形成と地域の変容についても考察する必要がある。こ
れらの課題は、境内地処分関係資料のみで解明できるものではなく、『天龍寺
文書』や境内地処分後に作成された地籍図・地形図など他の地図資料を組み合
わせることによって、精緻な復原と地域の詳細な把握が可能となろう。こうし
た課題は、稿を改めて検討したい。
〔付記〕本稿の作成にあたり、資料を所蔵する京都府立総合資料館には大変お
世話になりました。また、佛教大学の渡邊秀一先生をはじめ、諸先生方並
びに院生諸氏からは貴重なご助言を頂きました。ここに記して御礼を申し
上げます。なお、本稿の骨子は、平成20年５月の歴史地理学会第51回大会
（於、宮城大学）にて発表したものです。
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